
より深く学べる！

令和9年2月17日 （水 ）　10:00～ 17:15日時

場所

対象

受講料

受講方法

講師との

ダイレクトな質疑

会員 （協会正会員のみ）

会員外

・プレカットＣＡＤ技術者１級又は２級の

　認定登録者

・令和８年度新規２級コース受講者

対面講習では講師が演習の進捗状況を把握しやすい

ので、 受講生に合わせた丁寧な指導が可能です。

疑問点などを直接講師に質問できます。 日頃疑問に

思っていることなどもこの機会に聞くことが出来ます。

日頃なかなか会うことのない、 他社の同じような立場

の方々との情報交換も可能です。

（受付　9:30～９:５０）

東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館６階

TEL  03-6261-9139　FAX   03-6261-9133
　お問合せ・申込み先

対面講習のメリット

▶お申込み方法は裏面をご覧ください。

： １4,3００円 （税込）

： ２7,5００円 （税込）

全国木造住宅機械プレカット協会
一般社団法人

プレカットＣＡＤ技術者研修プレカットＣＡＤ技術者研修

演習コース演習コース

令和８年度令和８年度
対面講習で

ビジョンセンター永田町駅前
東京都千代田区永田町 1-11-28

（合人社東京永田町ビル）

・東京メトロ 有楽町線・半蔵門線・南北線
　永田町駅（3番出口）　 徒歩0分
・東京メトロ 銀座線・丸の内線
　赤坂見附駅　徒歩5分

　木造建築物の構造安全性に対する要求が高まるなか、 プレ

カット CAD 技術者にも、 構造計算に関する知識と理解がこれ

まで以上に求められています。

　そこで今年度は、 構造安全性を検証する手法の一つである

「許容応力度計算」 をテーマに、 その基本的な考え方や計算の

仕組みを学ぶとともに、 実務に役立つ演習を重点的に行う対

面形式の研修を開催します。 皆様の受講をお待ちしています。

対面ならではの

きめ細かな指導

他社の受講生との

情報交換

今年は

許容応力度計算の
基礎が学べる！

対面での集合研修を基本とします。

※遠方等のやむを得ない理由の場合は、講義のみオンラ

イン受講可能とします。事務局までご相談ください。



（令和８年12月末現在）

□現１級又は 2級の登録者　→ 登録番号　（　　　　　　　　　　　　　　　　）
□Ｒ８年度新規２級コース（併願を含む）の受講者

https://www.precut-kyokai.com/
03-6261-9133

■演習を中心としたカリキュラム

で、理解度を高め、応用力を養い

ます。

■本研修は、プレカットＣＡＤ技術

者２級レベルの講義や演習となり

ます。

■１級又は２級の登録者で今年度

が更新期の方は、 この研修の受

講をもって更新研修受講に代え

ることが出来ます。

　該当する方には別途ご案内する

『プレカットＣＡＤ技術者登録の更

新のご案内』 をご覧ください。

会場にお集りいただく対面形式 （リアル）

ノートパソコン （演習でエクセル等を使用します。 電源コードと合わせて各自ご持参ください）

2０名程度 （定員になり次第締切とさせていただきます）

下記の申込用紙にご記入の上、 FAX またはメールにてお申込みください。

■開催形式

■持 ち 物

■定　　　員

■お申込み

事務局にて受付後、後日受講票及び受講料請求書をメールにて、登録いただいたメールアドレス宛にお送りします。

10:00 ～ 10:10

10:10 ～ 10:40

10:40 ～ 12:10

12:10 ～ 13:00

13:00 ～ 15:00 

15:00 ～ 15:15 

15:15 ～ 16:20

16:20 ～ 17:00 

17:00 ～ 17:15 

開会、 ご挨拶、 諸注意等

１． 改正建築基準法の新基準のポイント

２． 許容応力度計算の基本

～許容応力度計算の概要、 荷重の求め方、 耐力壁の設計～

（休憩 50 分）

３． 許容応力度計算の演習

～事前課題の解説 （伏図）、 水平構面 ・接合部の解説 ・演習～

（休憩 15 分）

４． 基礎伏図 ・人通口の解説 ・演習

５． 今回の研修に関する質疑応答 ・意見交換

アンケート、 閉会、 事務連絡等

pccad-2026@zenmoku.jp

※カリキュラムは予定ですので、変更がありうることをお含みおきください。

※遠方等のやむを得ない理由の場合は、 講義のみオンライン受講可能とします。 ご希望の方は事務局

までご相談ください。 なお、 午後の３､４､５の講義では演習や質疑が中心となりますが、 オンライン

でご参加の場合は、 演習課題について回答を個別にチェックしたり、 直接の指導 （質疑など） といっ

たご対応はできません。 ご了解のうえでご相談ください。


